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 東支那海サバはね釣漁況佛五鞠

 ※漁況の概要

 資料は聴取調査(62隻1,29Z8ア5K茅〕と鹿児島市中央市場の仕切伝票(入港船ア3隻,、、392
 ア20K茅)によった本年の漁場移動の様相は害恰簡単で11月中旬～1月中旬534区・2月上
 旬～6月上旬,魚釣島近海と大体2に分けられ淋易価値は534区,1夜1隻平均漁獲量4,094K茅

滅釣島近海"4,45脚
 1夜1人当漁獲量148K茅

 〃203K8で後者の方か高かつ島就航船は17隻を・数えたか静岡,福島,両
 県の漁船(棒受網併用)12隻は各々1～2航海の一就航にすぎず,なかには漁獲皆無のものもあ
 り専従の形をとったのは鹿児島県船3隻と熊本県船、隻で漁場捜索の便を図るため大体において
 出,入港をともにしておった日点

卜11

            鹿児島港水揚量..聴取調査

            幕蒜同免水揚量Kタ同%「蟻鶉1陣年度1夜1隻平均漁獲量同%1夜1人平均漁獲量同第
            320061002生57a191100以423loo瑚0910013Iloo

            33938931躯8395079皿8788532.'33一一}一34a568689471            一一

            4548541皿51醐1421町2247呂王080599471
            14414μ420359lo9586935獅2549068            卜11I3I            731713蝸72051舳478136a88574I坐

 上表の如く,就航船の滋滅によって1航海平均水揚量,1夜1隻平均漁狼量,1夜1人当漁獲量
 ともに昭和32年度の盛漁時にいくらか近い数値海示し鳥このことから東支那海のハネ瑳撚蒙
 は少数の就航船ガ汗葉近海の漁場をも躁案計画に織込むならば冬期の漁業として魅力がもてない
ことはないo

 ※月別の漁況概要昭和盲6年11月

 11月3日第1船出港N28o～08'E123o～2ア'附近を5晩繰葵し,22,OODKgの漁獲をした
 その後本県船2隻が就業し,11月中4隻が入港した。漁場は前記位置付近に終始して兇り・漁
 探反応もあまり大きなものはない模様,焦体は前半FL平均328ππ体重平均5308とや㌧大
 型が多かつたが後半FL27口～280㎜の小型魚か目・立つ為

入港船数水揚高1隻平均水掛高
 450,30口Kパ12,500K茅

昭和36年12月

 11月初漁時は芳しい漁獲はみられなかつたか12月に入り漁涜が好転し,各船共満船にて帰港
 している。漁場は28o～0.5㌧10'N,123o～10㌧2アfEの狭い区域に形成されており・2

o

 ～3夜操業で3Z000K8前後の漁である。水温は11月よりや、低めとなり20～1C台を示
 しているo又本年から許可された棒愛網漁船も2～3隻進出してハネ釣と俳用で繰業し・棒受網
 では1夜30回位の操案で1操葉の漁狼は200～4口0且g程度である。例年の漁場と比岐し・位置
 的には大差はないカ蝋場帖狭まいたからもSEに少しづ＼移動しており例年のSW移動とや＼異
なって↓'るo

 焦群は海底凹凸部の水深72～80mに密集している傾向があり漁場が少しはずれると好,不漁
 の差かはけしいo

 ・一138一



 昭和3ア年1月

 12月の好漁に鮫べ1月の漁況は著しく不振となっている。淋易は前半は12月同様28～08'
 N,125～27E中心の534区に形成されたが漁況不振と共に各般広く繰菜し一時28～10

''

 N,123⊂」一30～47Eと皿へ移動したがその後546区,54ア区へ南下したり熾勺島周辺

 にも出漁したカ洛漁圭鉄全く不振であっ烏魚群は反応も薄いがキれ以上に浮上の悪さ洲11帆不

 振の一因でもある。
 水温は17o～18oc台を示し魚体も小型魚が多くなった。

昭和37年2月

 2月は全くの不漁で中旬1隻2,500K茅下旬1隻2,600K8と倣か2隻のみの緑葉で漁場は台湾

 蘇奥沖合及び魚釣島近海である。台湾東方漁場は群も多く浮上も良好であるか浮上時間か短かく

 綱本は魚釣島近海のものより梢小型であ島
昭.和37年5月
∫'''

 漁場は魚釣島Wの海域に集中し,身寄りのW18～20附近とそれよりW40～50附近の
 2孤蜴か形成されてい為漁況はかたり活発で1腕毎(7～10日操業〕で38,000K8前後の漁
 獲をあげてい島魚群はかなり濃厚で浮上も良好である。魚体は魚釣島W20'付近は大型魚か
 多くW40'～50'付近漁場は小型魚となっている。水温は22～23ocを示し前月からの上昇
 が目立ち,それにともない,漁場は魚釣島から西側の洲合へ移動しており,肥流がかなり感ぜ

 られるため,操業は意の如くだらない。

昭和37年4月

 5月に引続き,漁場は魚釣島W20'I～50'の539区,549区に集中し,W4口,付近は餌付,浮
 上共に良好,W20'一付近は魚体は大きいが漁事は振わない。水温は23㌧24o
 月中の入瀞哀5隻,138,500K茅(1隻平均2Z700K茅)

昭和57年5月
''

 漁場は魚釣島W20～40の559区,549区に集中操業してい島漁捌肋ユなり活発で浮上餌
 付共に良好であるが魚群は浮上しても長時間灯につかず'時間位で沈降することが度々あつた6

 1部28㌧;O^N,125q～30'E付近を繰藁したものがあったか全々漁事をみていなへ
 昭和3ア年6月

 東海サバ跳釣は本月中旬をもって終漁となった。漁鴫1満月に引続き魚釣島W20'～25'¢海域
 に展開され,終漁直前26q-30'N,123しOC'E中心の547区も漁場となった。漁況は前
 月より下火となり'航海13,000K8～20,O00K枇あけている。魚群は浮上,餌付共に良好で

 あるか浮上後の移動か激しく繰桑時間は1時間程度に過ぎない。
 ※魚釣島近海の漁場並に漁況

 聰撤の結果を海図上に記入.サれば漁場は略々200米繍こ添って
 魚釣島W20'附近(15'～27')A
・W40'・(30㌧50リB
・%・・'"・

 た区分され,時期的な利用状況(第表)は
37年2月5月4月5月6月
旬一
上中下上中下上中下上中下上中下
 ム1、一○O∩OO○○OlO
BOO○
 ・十○O

 一i.子9一



 の如(で業者船によればACの漁場の魚群は瀬付性のものら1〈焦体はB漁場よりも小型である
 が濃群ておりB漁場のものは回漉性と雅潰」しているか組成から両者を系統的に区分する資料は未
 だ整っていない。筒漁期開始以来6月11日迄の資料によれば魚釣島近海の漁況は東海サバ跳釣
 漁況全体に対し,侠業回数の52%,漁獲量の61%を占め,1夜1隻当漁獲最4,495K茅は他
 海域の3,188K〆こ対しt4倍となる。

 魚釣島近海における漁場価値を比較すれば

延操業隻数
漁獲量旺8

 1夜1隻平均漁獲量K8

A

121

55a500

4615

35

11{O00

ユ342

C

16

9ε000

6.125

計

172

 7735皿O

↓495

 以上の如くA漁場の方がB漁場よ

 りも利用度において亦平均漁獲量

 においてもすぐれている。

 C漁場をA漁場と同一視すれば両

 者の価値の開きは更らに大きくなる。漁業者1泌.漁場において水深12コn～160n・B漁場に
 いおいて120m～150mを漁場機定の目安としている。

 ※棒受網の漁況

 36年度から操業許可になつた棒受継兼ハネ釣船は略々36年  2月15日～5ア年1月25日

        の間繰蒙しn'るがハネ釣と区分出来る資料のみを拾えば

        年月日農林総漁獲量K茅棒受網による棒受網        漁区漁獲量Kg操業回数の如く漁事長も不振の時期に際会し
        3τ1145244500上9003たためか1回繰業当漁獲量約500
        ・一'

        17534㈹00z7004K21夜1隻平均漁獲量2,400Kgを

        17524a80030006示すにすぎない。

        24537190011002第1図漁場重心の移動
        255473800a400茗29o
        計1τ0001210019

        1

        28。

        1中1下

        27o

        第2図旬間1夜1隻平均漁獲量と主要漁区6         2ボ

        6

        万㎏         ■4土2
        1,5五重五五一
        一一'

        四両}■`四五^■■
        区区区区

        1.0'1220一2301240

        漁期間平均王工〃著五三        をを'●         を書
        3,885晦葦

        0.5

        ⊥
        上中下上中下上申下上下上.下上中下上中下上中下
        11周12周1月2月3月4月5月6月11月12月1月2月3月

36年37年

290

280

260

4月5月6月
下

⊥140_



 附図工～ら

 東海さば漁況及海況
 昭和3∈年12月下田

 三冨二羊の相〔二)足長崎海洋気一象台

 東シプー海及び黄海では季節風が吹きっのリ。水温は急1二玲たくな?た。黄海及び朝鮮九
 州等の沿岸⑦水域は平年よりやや低目となったが一.東、海中部.黒潮流域等広し'範囲1こわた

 1」ゴ前俊高目1二はってし・る。一

 黄海冷水の動きは次第に酒屍となり,その中1しは山東高亀ヵ'ら大陸沿岸沿い1こ南下し・
 ソコトウ方面へ向っており.海;足は答型の配置1こなった。又山東置亀東方1こ着しい潮目が

 発達し,こ。つ周りの黒揚の海況も着しく好転した.ヂ旬はゆるやかに冷え込む程度で大き

 な変化はなく,大体不可よリいくら力・暖か目が親く見込み.



 附図工～7

 東海さば漁況及海況
昭和37年1目上司

 テ屈ヲ羊の椙=三兄長崎海洋気象含

 東シす屈及び黄海の海…兄は冬型になって水温モ次第に侭くなっ1こぎだ、中でも南西諸島

 及び渥南海賊葺の黒潮流敏は平年よりもド～γ程玲たい。しかし東海中部,大陸沿岸はド

 前後援ヵ'い一ス黄1岳北部漁場の水温は6㌧♂で¥年よりも低目でヌ勃癌1方面より南下する

 低カ'ん水(潮の甘し・水)の勢が弱く.例年のような著しし・潮目の発生1ま少なし、.

 今後.旬r末1こは胃ぴ季節」副が癸連二する見込みで、水温は更にさがリ、海況の変動もは1ゴしく

 なって潮目の発生は多くなるでしょう、



 附図工～8

 東海さば漁況及海況
 昭和37年」一月中旬

 湛三年の桶=ラ足長崎海洋気象合

 東一三、ナ海及び黄海の水温は全体にゆるやかな、冷え込みが続いている。南西言鵠什逝の黒

 潮流域・ぐ九州近海,清州島付近はド前後冷たい。しかし東海の中部一帯は黒潮の流几が強
 く.広い範囲にわたって・平年より2㌦yも暖かじ所が多し・.二のところ水系の配置一には'大

 きい変重力もなく、一黄海冷フkの南下の勢はまた=弱し、ので,貧…受付近1ま着しし・潮目の発生も少

 なし'ヂ後匂未に1ま次第1こ貢届冷水が南下し.水温は全域にわたリガ'公リさがる見込み。



 附図工～9

 東海さば漁況及海況
 昭和37年ユ月下旬

 癌洋の概)足長崎海洋気象合

 東シす癌及び黄海方面てば季節風一が吹き錠き気温七昨年よリ低い、しTし東海の中部及

 黄海付近の水温は平年よりやや高目が続いてし'る。一方黒潮流敏ではさら1こ冷え込み.平

 年よりも1㌦r程低目になった。大陸棚周辺には黄瓶冷フkの前線がはリ出し.魚釣畠付近

 1こ1ま潮目が発生し.又黄海中部の漁場でも急に冷え込み、多くσ〕潮目が発生してし'る。今

 盾も旬姶めは少しおだぐがとなるが.半頃1こむるヒ季節風が発生するので水温もさらにさ

 がるが.着しい薄目目の発生は一少な'い、



 附図工～13

 東海さば漁況及海況
 昭和37年3月よ旬

 海洋の概)足長崎恵洋気象台

 東シナ瓶及ぴ黄海は全域一1こわたって黒潮流の勢力が蒐くなりこれにくらべて黄河冷水の

 勢は弱い、しかし水温は前句よリ九洲近海でO.;㌧1吋呈暖ゲくなった他は一殆んどの海域
 が低くなっている.したがって平年よリ低目の所が多い.又黄海漁場でも.黒潮の影響で黄

 海清水の勘が少くなリ潮目の発生も1少σい.争後は水温の上昇1こ件い水希の移動が双発1こ

 活溌となリ又沿岸で七水洞カ、上昇しよヨ.

 票{ヨ1壕書■



 附図工へ14

 東海さば漁況及海況
昭和37年3月中旬

 海洋の概・三兄長崎海洋気象合

 東シナ海及び貫海の水温はよらやく上昇1二向し・,先旬よリいくらカ'暖ウ'くなった所がク
 いまた東海中部あたりは冷水のはリだしが少いため日1≡年よりも暖がし'.しカ'し賛淘方面

 の二含水域は平年よりも冷たくなってし・る、まだ'当分の問責癌・玲氷の中心は黒潮系の暖がし'

 フ1(の勢力1こ押され二のため黄海の一部に止り変化も少なく.水温は平瓦よりも低目がつ㌧一

 こ5,然し;告岸軍付元旦のオくミ鼠は急1こ暖カ'くなる貝.込み。



 耐図工～15

 東海さば漁況及海況
昭和37年3月下旬

 海洋の栂=況長崎海洋気象合

 東シナ海と黄海方面では水の動きカ㌣ゆるやカ'となり1季節的な痢況変化が濡れてし'る山
 このため水温1ま全イ本1こ平ヰよりも低い.又黄海の北部百1よ黄屈冷水の勢力が弱いので・こ

 の辺は幅分が高く.又渦夜が暖がく.上肩水との混合状体が濃く.はっている。又薩南九州
 沮岸でもフ1く温は値く変化二し少ない.また1'当分の問ぐすっし1た状況カ、続き大1…な変化はなし、
 見込み。



 附表I

 36年度全漁期キ.漁区漁況

      ■0■一'{…一I■一I■一'■然人員は屯㌫=人ζ
      ■■■''■0一一

      農林漁区■一一一漁獲量。8躁婁船数1夜1隻平均漁鰻量.K茅
      49301o280

      503020490

      51422.13563689180122

      51530013002810

      52280024004416

      524.2Z900112,5三6274101

      525ス90098772;453

      5268口O180口2828

      554365,900923,9772,491146

      5058.70061,45016652

      5362,60口12,60025104

      53780018002729

      539682.2001464,6723,971171

      54602050口

      54730,60口83,825186164

      549117,800343,464987119

      55110,如0.52,08016065

      55418,001029,00052;46

      5564502225587

      557190119025

      …;6940口140口2516

      総計1,297.8753343,8859088142

 一一172r


